
 

 
 

 
 

 

持
続
可
能
な
地
域
へ 

中
小
企
業
が
切
り
拓
く
、
活
気
あ
る
未
来 

「
全
国
商
工
業
研
究
交
流
集
会
」
が

9
月
5
日
か
ら
9
月
14
日
ま
で
の

日
程
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
5
日
の
全
体
会

で
は
、
中
小
企
業
が
地
域
経
済
に
果
た

す
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
「
人
々
の
く

ら
し
と
文
化
を
支
え
る
地
域
の
中
小

企
業
」
と
題
し
て
日
本
大
学
教
授
の
山

本
篤
民
さ
ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

全
国
各
地
の
地
場
産
業
の
現
状
と
課

題
の
分
析
か
ら
、
地
域
経
済
を
活
性
化

さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
展
望
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
強
調
さ
れ
た
の
は

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る

一
方
で
、
地
域
経
済
の
衰
退
が
進
ん
で

い
る
現
状
で
す
。
大
企
業
が
過
去
最
高

益
を
更
新
す
る
一
方
で
地
方
で
は
人

口
減
少
が
止
ま
ら
ず
暮
ら
し
の
持
続

可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
特
に
深
刻
な
の
は
地
域
の
経
済
基

盤
を
支
え
て
き
た
小
規
模
企
業
の
減

少
と
し
て
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
２

１
年
の
間
に
企
業
数
は
約
20
％
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
維

持
や
日
々
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ

ス
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
の
状
況
を

食
い
止
め
る
に
は
国
内
経
済
、
特
に
地

域
の
ロ
ー
カ
ル
経
済
を
担
う
中
小
企

業
を
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

だ
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

    

「
地
方
創
生
」
の
限
界
と 

地
場
産
業
の
強
み 

し
か
し
政
府
主
導
の
「
地
方
創
生
」
は

そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
地
方
か

ら
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
見
方
が
示

し
た
う
え
で
、
上
か
ら
の
政
策
で
は
な

く
地
域
に
根
差
し
た
中
小
企
業
の
力

こ
そ
が
真
の
地
方
創
生
に
つ
な
が
る

と
し
ま
し
た
。
地
域
の
資
源
、
文
化
、

歴
史
に
根
ざ
し
て
経
営
を
行
う
地
場

産
業
に
大
き
な
可
能
性
を
見
出
せ
る

と
し
、
地
場
産
業
は
地
域
の
暮
ら
し
を

支
え
る
不
可
欠
な
産
業
で
近
年
で
は

そ
の
「
本
物
」「
手
作
り
」
と
い
っ
た

価
値
が
再
評
価
さ
れ
国
内
だ
け
で
な

く
海
外
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
こ

と
、
輸
出
額
も
増
加
傾
向
に
あ
り
日
本

の
も
の
づ
く
り
の
質
の
高
さ
が
世
界

で
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
さ

れ
ま
し
た
。 

ス
ク
ー
ル
が
育
む
新
た
な
担
い
手
た
ち 

ま
た
地
場
産
業
の
未
来
を
担
う
新

た
な
動
き
と
し
て
、
各
地
の
産
地
に
あ

る
「
ス
ク
ー
ル
」（
人
材
育
成
機
関
）

の
役
割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、
後

継
者
不
足
や
高
齢
化
が
課
題
と
さ
れ

て
き
た
地
場
産
業
に
、
若
者
や
女
性
、

さ
ら
に
は
地
域
外
か
ら
移
住
し
て
き

た
人
々
が
、
技
術
や
知
識
を
学
び
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ク
ー
ル

出
身
者
が
、
伝
統
的
な
技
術
を
継
承
し

な
が
ら
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
消
費

者
に
直
接
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、
現

代
的
な
手
法
で
事
業
を
展
開
す
る
事

例
が
複
数
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

中
小
企
業
振
興
へ
求
め
ら
れ
る
支
援 

講
演
の
ま
と
め
と
し
て
、
地
域
の
中
小

企
業
が
今
後
さ
ら
に
役
割
を
発
揮
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
製
品

の
「
安
心
・
安
全
」「
手
作
り
」
と
い

っ
た
価
値
を
再
評
価
し
グ
ロ
ー
バ
ル

化
時
代
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
地

域
な
ら
で
は
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
、

従
来
の
流
通
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
や
工
場
見
学
な
ど
を
通
じ
て
直

接
消
費
者
と
つ
な
が
る
機
会
を
増
や

す
こ
と
、「
本
物
の
も
の
づ
く
り
」
を

求
め
る
若
者
や
女
性
を
受
け
入
れ
技

術
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
、
中
小
企
業

が
公
正
な
取
引
と
適
正
な
利
益
を
確

保
で
き
る
よ
う
経
営
環
境
の
整
備
と

人
材
育
成
や
賃
金
改
善
へ
の
支
援
を

講
じ
る
こ
と
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
に
根
を
張
っ
て
経
営
す
る
中

小
企
業
こ
そ
が
、
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
経

済
を
担
う
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
ら
れ
、
大
企
業
の

と
は
異
な
る
、
地
域
の
暮
ら
し
に
密
着

し
た
中
小
企
業
の
振
興
が
、
日
本
全
体

の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る
こ

と
を
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。 

地
域
別
最
低
賃
金 

大
阪
は
１
１
７
７
円
に 

２
０
２
５
年
度
の
大
阪
府
の
最
低

賃
金
は
、
10
月
16
日
か
ら
時
間
額
１

１
７
７
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通

し
で
す
。
こ
れ
は
現
行
の
１
１
１
４
円

か
ら
63
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
、
上

げ
幅
・
率
と
も
に
過
去
最
大
で
す
。
こ

の
引
き
上
げ
は
、
大
阪
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
く
も
の

で
、
正
式
決
定
後
に
10
月
16
日
の
労

働
分
か
ら
適
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

※ 最低賃金との比較する金額の計算方法 

① 時間給の場合 時間給 

② 日給制の場合 

日給 ÷ １日の平均所定労働時間 

③ 月給制の場合 

月給 ÷ １年間における１か月平均所定労働時間 

④ 出来高給（請負給）の場合 

賃金算定期間（賃金締切期間）に支払われた総額  

÷ その期間に出来高制によって労働した総労働時間 

⑤ ①～④が混在 

各賃金の１時間あたりを算出し合計した額  

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談 

9
月
18
日
（
木
）
13
時
00
分 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
無
料
出
張
相
談
会
で
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

9
月
の
記
帳
会 

9
月
22
日
（
木
）
14
時
00
分 

記
帳
に
必
要
な
請
求
書
や
領
収
書
、
事

業
経
費
を
支
払
っ
て
い
る
通
帳
と
、
ノ

ー
ト
と
筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

自
主
申
告
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校 

来
春
の
確
定
申
告
に
向
け
て
開
催

さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
学
習
会
で

す
。
会
員
以
外
の
方
も
参
加
可
能
で
、

民
商
と
一
緒
に
視
聴
で
き
ま
す
。 

（
時
間
は
す
べ
て
19
時
～
） 

学
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

第
1
回 

 

10
月
1
日
（
水
） 

「
不
公
平
税
制
の
実
際
と
自
主
計
算

パ
ン
フ
の
生
か
し
方
」 

講
師
：
全
商
連 

第
2
回 

10
月
8
日
（
水
） 

「
納
税
者
の
権
利
と
税
務
調
査
と
徴

収
対
策
」 

講
師
：
立
命
館
大
学
・
望
月
隆
教
授 

第
3
回 

 

10
月
15
日
（
水
） 

「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
活
動
と

3
・
13
統
一
行
動
の
発
展
」 

「
各
地
の
実
践
報
告
」 

第
4
回 

 

10
月
22
日
（
水
） 

「
消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
対
策
の
留
意

点
と
２
０
２
５
年
の
主
な
変
更
点
」 

講
師: 

税
理
士
・
関
本
郁
子
さ
ん 


